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　本校は富山市の南部に位置し、豊かな自然に囲まれ、野球場や陸上競技場、多目的広場に隣接した学校です。敷地
は広く、春には桜が見事な花を咲かせます。白く大きな校舎で廊下が広く、教室は庭に面しているなど明るく開放的な
学習環境の中で生徒は勉強や部活動をがんばっています。授業の中では少人数授業やティーム・ティーチングを実施し、
分かりやすい授業を展開しています。部活動も活発で、全国大会や北信越大会に出場した部活動が複数あります。生
徒が主体となって行う生徒会活動も盛んで、毎朝玄関では多くの生徒が自主的に、交替であいさつ運動を行っています。
また、体育大会や合唱コンクールは、全校やクラスごとの団結が見られ、見応えのある行事となっています。

学校のあらまし学校のあらまし

【教育目標】
　意志の強い人間・知性の豊かな人間・友情の厚い
人間の育成

【指導の重点】
　•主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
　•確かな学力の習得とこれらを活用する力の育成 
　•自他を認め合う寛容な心と望ましい人間関係の涵養
　•基本的な生活習慣と規律ある学習態度の確立
　•小中連携による９年間の学びの接続の重視
　•安心・安全に学校教育活動を行うための体制づくり

教育目標教育目標
昭22年　旧大沢野、旧大久保中学校開校
昭58年　旧大沢野、旧大久保両中学校を統合し
　　　　大沢野町立大沢野中学校創設
昭60年　北信越中学校総合競技大会
　　　　陸上競技　男子総合優勝
平７年　県中学校駅伝競走大会で女子三連覇
　　　　（３年連続全国大会出場）
平12年　優良ＰＴＡ文部大臣表彰受賞
平16年　利根川進氏（ノーベル医学・生理学受賞）講演会
平17年　市町村合併に伴い富山市立大沢野中学校となる
平25年　全日本中学選手権競漕大会ボート部男子優勝
平29年　体育館改修
　　　　梶田隆章氏（ノーベル物理学賞受賞）講演会
平30年　北信越中学校駅伝競走大会　男子優勝
令２年　学校運営協議会を設置しコミュニティ・スクールとなる
　　　　トイレ洋式化、武道場整備、受水槽ポンプ更新
令３年　全日本中学選手権競漕大会女子ダブルスカル３位

学校の歩み学校の歩み

４月　始業式､ 入学式、学習参観、生徒総会
５月　中間考査
６月　教育相談、市中学校総合選手権大会、期末考査、
　　　校外学習（１年）
７月　市民体育大会、「社会に学ぶ『14歳の挑戦』」、
　　　三者懇談会、終業式、県中学校総合選手権大会、
　　　県民体育大会
８月　北信越大会、全国中学校体育大会、始業式
９月　体育大会、市中学校新人大会、統一学校公開日
10月　中間考査､ 学園祭、教育相談、校外学習（２年）、
　　　修学旅行､ 市中学校新人大会
11月　県中学校選抜体育大会、期末考査
12月　三者懇談会､ 終業式
１月　始業式、書初大会、教育相談
２月　教育相談、学年末考査
３月　卒業を祝う会、卒業式、修了式

学校行事学校行事

生徒数生徒数 　　（令和４年５月１日現在）　　（令和４年５月１日現在）

【学力向上】
•小中連携による学びの接続を重視し、校区の小学校との合
同研修会や交流を通して、授業改善に取り組んでいます。

•効果的な学習方法の紹介、計画的な課題の提示等、家
庭学習の充実に力を入れています。

【望ましい人間関係の育成】
•ライフスキルプログラムを導入し、コミュニケーションや好ま
しい人間関係づくりのスキルの習得を目指しています。

•定期的な教育相談を実施し、生徒の悩みの解消や学校
生活の充実のサポートに努めています。

【生徒活動の充実】
•生徒会活動や学校行事、部活動等、生徒の自治的活動
を通して活気ある学校を目指しています。

【地域に開かれた学校】
•地域との交流が盛んで、多くの生徒が地域のイベントに参
加したり、クラブチームに所属して活動したりしています。

•コミュニティ・スクールとして、積極的に地域の人材を活用し、
講演会や学習ボランティアの導入を行っています。

工夫している本校の取り組み工夫している本校の取り組み
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大沢野中学校 検索検索

１年 ２年 ３年 特別支援 合計
男子 88 87 77 7 259
女子 72 75 76 0 223
合計 160 162 153 7 482
学級 4 5 4 2 15
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①　確かな学力の習得

②　地域と連携した心豊かな生徒の育成

③　特色ある活動

④　活発な部活動

○　TTによる、きめ細やかな学習指導や、習熟度別少人数授
業を取り入れることで、個に応じた学びの保障に努めます。

○　生徒の理解の状況に応じて、繰り返し指導や補充学習等を
行い、確実に知識及び技能の習得を図ります。

○　校内での授業参観や小中合同での研修会等、教員同士の学
び合いを通して、主体的・対話的で深い学びが実現する授業
を目指します。

○　家庭学習強化週間を小学校と同時期に実施するなど、小学
校と連携した取組をすることで、家庭学習の充実につなげます。

○　キャリア教育の一環として、「地域で働く人から学ぶ講演
会」を、１、２年生で実施しています。保育士や消防士、建
築士等、様々な職種の方からお話を聴き、将来の生き方につ
いて考えます。
○　家庭科の実習や美術科の作品制作の補助として、地域の支
援ボランティアの方に来ていただいています。専門的な指導
や分かりやすいアドバイスを受けて、生徒は生き生きと活動
に取り組んでいます。
○　ボランティア実践部が中心となって、地域の福祉施設との
交流や募金活動を行っています。また、防犯キャンペーンへ
の参加等、積極的に交流を図り、地域を大切にする心をはぐ
くんでいます。

　今年度の生徒会は、「新進気鋭～仲間と創る、新たな時代～」
のテーマのもと、執行部と六つの実践部が様々な活動に取り組
んでいます。自主的に挨拶のたすきをつなぐ「あいさつ駅伝」、
全校生徒で楽しく交流する「沢中フェスタ」等、学校生活をよ
りよくしていく自治的活動を推進しています。また、各実践部
では、SDGｓを意識した活動を展開しています。
　学校行事では、体育大会の団パフォーマンスや学園祭の合唱
活動に生徒全員が全力で取り組み、心を一つにして盛り上げま
す。

　部活動が大変盛んで、体育系・文科系合わせ18部を設けて
います。隣接したスポーツ施設も活用し、恵まれた環境で生徒
は部活動に励んでいます。
　近年は、陸上競技部、水泳部、ボート部、駅伝部等が北信越
大会や全国大会等に出場し、活躍しています。さらに、吹奏楽
部は夏のハッピーウインドコンサートの他、地域のイベントに
も参加して演奏を披露するなど、地域の方々にも楽しんでも
らっています。

心が一つになる体育大会

地域団体との防犯キャンペーン

ＴＴによる学習指導


